
Ⅰ　はじめに

　１９９０年代前半以降の経済不況という社会状況の

もと，郊外における道路網の整備や住宅地開発，

消費者ニーズの変化やモータリゼーションの進展

は，中心市街地の空洞化に深刻な影響を与えてき

た。特に１９９０年代における大店法の改正にともな

う大型小売店の出店規制の緩和により，多店舗化

と郊外化を指向する大型店が中心市街地外に新た

な商業集積を形成した。こうした現象は零細小売

店の減少にとどまらず，中心商業地や駅前立地の

大型店の閉鎖を引き起こし，中心市街地の空洞化

を加速させている。

　上記のような状況下において，中心市街地活性

化法が１９９８年に制定されて以降，各自治体では中

心市街地活性化基本計画に基づき，その計画の事

業運営などを実施する�����を設立する動きが

日本全国で活発になった。各地の商店街ではこう

した「まちづくり」会社の設立，インターネット

の活用，地域と一体化したイベントの開催など，

新たな取り組みを始めている��。また中心市街地

活性化への参加主体も，行政や商店街組織だけで

なく，住民組織や���法人などの活動が活発化

している。一方，城下町をはじめとする都市にお

いて，歴史的資源を活用してまちづくりを進める

ことにより，都市観光による活性化に成功してい

る自治体の活動が注目を集めている��。いずれに

せよ中心市街地を画一的に捉えず，それぞれの地

域の固有性，多様性，共通性を的確に把握するこ

とが重要であると考えられる��。

　本研究の目的は，城下町を起源とする古河市に

おける中心市街地の変容を明らかにし，近年の地

域活性化への取り組みを都市観光の視点から検証

することである。古河市は後述するように，江戸

期以降の城下町起源の都市であり，商業の中心地

として発展してきた。そして全国の他の地方中心

都市と同様に，中心市街地の空洞化という問題を

抱えている。本研究は古河市の中心市街地��の変

容を，まずⅡ章において城下町の形成と構造から

明らかにする。続いて，中心市街地の小売業の現

状を，２つの性格の異なる商店街組織の発足経緯

と活動内容から分析する。加えて同章では，茨城

県で最初に設立された���組織��である株式会

社雪華（以下，雪華）の設立経緯と活動について

報告する。最後に古河市における中心市街地の変

容の中で，城下町を起源とする歴史に焦点を当て

た都市観光の活動を実践している事例として，古

河市観光ボランタリーガイド協会の取り組みを検

証する。現地調査は２００３年５月１８日から５月２４日

まで，関係各所への聞き取り調査およびアンケー

ト調査を実施した。

Ⅱ　古河中心市街地の構造とその成立過程

Ⅱ－１　研究対象地域の概観

　本研究の対象地域である古河市は，５８，７２７��の

人口を有し，関東平野のほぼ中央，渡良瀬遊水地
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をへだてて栃木，群馬，埼玉の三県と接する，茨

城県の最西端に位置する都市である。その中心市

街地は，市域の北端，遊水地に近い洪積台地上に

位置する（第１図）。

　第２図は，中心市街地における土地利用を示し

たものである。古河市の中心市街地は，中央を南

北に貫く��東北本線によって東西に二分されて

おり，その東側を国道４号線が，西側を旧日光街

道に沿って県道野木古河線が南北に走っている。

それらを県道東野田古河線，県道古河総和線が東

西に結び，古河駅からも東西両方向に向けて道路

が伸びている。これらが中心市街地の幹線道路で

あり，古河市の商業機能は，この道路に沿った形

で，古河駅を中心として半径約１��の範囲に展

開している。また，駅北東の横山町においては，

県道野木古河線の西側に並行する旧日光街道沿い

にも商業施設の立地がみられる。

　上述したように，古河市の中心市街地は東北本

線により東西に二分されているが，この両地域で

は，その土地利用に大きな差異がみられる。西側
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第１図　古河市中心市街地（２００３年）
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第２図　古河市中心市街地における土地利用（２００３年）
� （現地調査により作成）



の市街地は，かつて渡良瀬河畔に立地していた古

河城と日光街道を核として成立した城下町に由来

する。このため，防衛を重視して設計された狭く

屈曲した街路が随所にみられ，寺社や城郭の跡地

を用いた文化施設などが，旧日光街道西側に広が

る住宅地に分布している。そして商業施設の土地

の形状も，多くの城下町に共通する短冊型のもの

が多い。その反面，駐車場を持たない店舗も多

く，近年のモータリゼーションへの対応が遅れた

ことから，郊外に進出した店舗の影響を強く受

け，中心市街地の空洞化が進む傾向にある。この

ことは，この地区に空き店舗が多くみられること

からもうかがえる。

　これに対して，東側の市街地は，区画整理事業

によって戦後成立した地域であり，碁盤目状に整

然と区画された道路網と地割に特徴がある。駅周

辺には西側と同様に駐車場を持たない零細小売店

が多く立地しているが，市街地東端を走る国道４

号線沿いや県道東野田古河線沿いには，大型スー

パーをはじめ，ホームセンターなどの大規模な駐

車場を有する郊外型商業施設が卓越している。

Ⅱ－２　近世古河における都市の成立

　古河の歴史は，古くは万葉集に収められた歌で

ある「逢わずして　行かば惜しけむ　麻久良我の

　許我漕ぐ船に　君も逢わぬかも」の，「許我（こ

が）」の記述にまでさかのぼる。この歌中の「許我

漕ぐ船」という一節からもうかがえるように，利

根川や渡良瀬川などの河川が集中するこの一帯で

は，古くから河川交通が発達していたと推測され
��，中でも奥州へ向かう街道の通っていた古河

は，水上交通と陸上交通の結節点として，鎌倉期

にはすでに商業機能の集積が始まっていたと考え

られている��。そして室町後期の古河公方の成立

を経て江戸期に至ると，古河には奥州街道に対す

る守りを固めるために譜代大名が配置され，古河

藩の中心地として，また日光街道の宿場町として

商業機能がいっそう発達するとともに，現在の中

心市街地の基礎が形成された。

　明治期以降，廃藩置県により古河藩が解体され

茨城県に編入されると，古河は県の最西端に位置

することとなり，かつての古河藩の城下町として

の中心性は失われた。加えて，東北本線の開通に

より水運交通が衰退したことにより，交通の結節

点としての機能も失った古河の中心性は徐々に低

下していった。しかし，士族授産によって成立し

た製糸業が順調に成長したことにより，古河は糸

の町として再び栄えるようになり，中心市街地も

にぎわいを取り戻した。

　現在では，古河の製糸工場はすべて撤退し，工

場の跡地は大型ショッピングセンターなどに転用

されている。その結果，製糸業という産業基盤は

失われたものの，近年の古河では，上野駅まで電

車で１時間強というアクセシビリティの高さを背

景として，東京のベッドタウンとしての開発が急

速に進んでいる。また，多くの歴史的資源が市内

各所に残されていることから，これらを活かした

都市観光の推進も積極的に行われており，この一

環として，１９９０年の歴史博物館開業以降，９１年の

篆刻美術館，９５年の街角美術館，９８年の文学館

と，相次いで文化施設が開業している。

　本節では，特に現代の古河に残存する歴史的資

源が形成された江戸期に着目し，当時の古河城下

町の都市構造および商業活動の概略を，史料や聞

き取り調査の結果から詳述していく。

１）近世古河城下町の成立

　上述のとおり，道路網や地割などといった面で

現存する古河中心市街地の直接の起源となる都市

構造が形成されたのは，江戸期初頭のことであ

る。

　１６世紀末，古河周辺が徳川家の統治下に入る

と，古河は宇都宮と並び東北地方の諸大名から江

戸を守る要衝として位置付けられ，３万石の小笠

原秀政をはじめ，１０万石前後の譜代大名が配置さ

れた。秀政が古河に入城した当時，室町期の古河

公方時代に築かれた古河城は，長谷町の西方，現

在では渡良瀬川の河川敷となっている一帯に展開

していたと推測されている。そして奥州街道は現

在の桜町付近を通っており，城下町をかねた宿場

もこの付近に形成されていたと推測されている。
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小笠原氏に続いて１６０１（慶長６）年に入城した松

平氏は，城郭を拡張して現在の錦町に観音寺曲輪

を設けた。このために城下町は，室町期以来の古

河町に比べて東側から北側にかけて拡大した。ま

た，この城郭の拡張にともない，それまで用いら

れていた河岸場が城内へ取り込まれたため，従来

の河岸に代わり，新たに現在の三国橋付近に船渡

河岸が設けられた。

　こうして整備が進みつつあった古河城下町を大

幅に改造し，現代まで残る町割をほぼ完成させた

のは，１６１９（元和５）年から１６２２（元和８）年に

かけて古河を統治した奥平氏である。奥平氏は，

古河城を拡大して新たに諏訪曲輪，立崎曲輪を設

け，加えて城の北側に広がる既存の町人地を武家

地として再整備した。また，これまで城内を貫通

する形で走っていた日光街道も城の東側の現在位

置に付け替えられ，同時に新たな街道に沿う形で

町人地が再配置された。これら一連の町作りが行

われたのは，奥平氏入城直後の１６２０（元和６）年

前後のことと考えられている。続いて土井氏は

１６３６（寛永１３）年，ほぼ整備が完了した古河城下

町の南端，日光街道沿いに原町を整備した。この

ことにより，度重なる拡張が行われてきた古河の

城下町は概ねの完成をみた���。

２）近世古河城下町の都市構造

　第３図は，江戸天保期頃における古河城下町の

町割を描いたものである���。この図を見ると，現

在では跡地の大部分が渡良瀬川の河川敷となって

いる古河城は，渡良瀬河畔に沿って南北約１．５��

にわたって広がる，大規模な連郭式の城郭であっ

たことがわかる。城の西側では渡良瀬川を天然の

堀として用い，北側および東側では，幅数１０～

１８０�の堀を設けることにより守りが固められて

いた。そしてこの堀の外側にも出城として諏訪曲

輪が設けられており，極めて特徴的な城郭構造を

形成している。これらの堀の外側には，現在の町

名では大手町，西町，中央町二，三丁目にあたる

一帯に計画的に区画された武家地が設けられ，大

小あわせて約７００軒の武家屋敷が整然と立ち並ん

でいた。武家屋敷は最大で三反歩，最少で一反歩

と広大なものであったが，多くは藁葺屋根や生け

垣などといったように極めて質素な造りのもので

あったという���。

　武家地の東側には，日光街道が屈曲しながら南

北に走り，その日光街道と，日光街道から渡良瀬

河畔の船渡河岸に向けて垂直に伸びる通りに沿っ

て，�字型に町人地が展開していた。これらの町

人地は通りごとに異なる性格を有しており，日光

街道沿いの町人地には旅籠が多く宿場町としての

性格が強かったのに対して，日光街道から渡良瀬

川の船渡河岸へ向かう道路沿いでは，石町という

名前からもうかがえるように米問屋が卓越してい

た。石町よりさらに西，城下町西端の渡良瀬河岸

にある船渡町には，河岸問屋をはじめ，水運交通

に関与する人々が多く居住していた。また，日光

街道と古河城を結ぶ道路の１つは肴町と呼ばれ，

日光東照宮を参拝する将軍一行を接待するための

番所���が設けられており，その周辺には米屋，酒

屋，茶屋など，将軍接待のための食材を供給する

商店が集中して立地していた。そして，日光街道

と並行する通り沿いには，鍛冶町や大工町などと

いった町名が付けられていることからうかがえる

ように，主に職人層の人々が居住していたと推測

される���。これらの町人地は，古河町内１２か所に

設けられた町木戸によって武家地と明確に区分け

されていた。

　また，城下の各所には寺社地が散在し，外敵に

対する防御の役割を兼ねていた。加えて日光街道

の南北両端周辺には，それぞれ足軽集団の鴻池

組，雷電組の詰所が配置され，日光街道に対する

南北の守りを固めていた。城下の街路の多くは遠

見遮断のため意図的に屈曲して造られており，特

に日光街道の二丁目から横町にかけての大きな屈

曲は「曲（かね）の手」と呼ばれていた。

３）近世古河城下町における商業活動

　江戸期の古河は，古河藩の城下町であっただけ

ではなく，日光街道の宿場町として，または利根

川・渡良瀬川，思川にかけて広域に展開する水上

交通と日光街道による陸上交通の結節点としての

機能も有する都市であった。
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第３図　近世古河城下町（天保期頃）
� （「古河城下図」により作成）



　１８世紀後半に記された「古河町覚書」���による

と，当時の古河には，町人だけでも約６，６００人が

居住していた。これに７００戸前後あったといわれ

る武家地の人口を加えると，全体の人口規模は約

８，０００人であったと推察され，これは当時の日本

においては極めて規模の大きな都市であった。ま

た，「天保年間日光道中古河宿大概帳」���によると，

古河宿には３１軒の旅籠が立地していたとの記述が

あり，宿場町としても相当の規模を有していた。

　水運の活発さを示す資料も数多く残されてい

る。１６２７（寛政４）年の「船数書上帳」���には，当

時の船渡河岸では，江戸との荷物の往来を目的と

する船が高瀬舟１４艘をはじめ計２５艘運行していた

と記されており，江戸と古河を結ぶ河川交通が活

発であったことが読み取れる。これらによると，

陸揚げされた主な商品は，安永期には干鰯や糠な

どの金肥類と，塩，酒などの食料品，または呉服

などであった。これらは江戸をはじめとした関東

一円から古河へと運ばれ，古河に住む武士層や周

辺農村へ，あるいは日光街道を経て奥州へと流通

していた。それに対して江戸へと運ばれる商品

は，米や大豆といった古河領内で生産された作物

が主であったが，時代を経るにつれて取扱商品の

種類は陸揚げ，船積みとも増加しており，古河周

辺において農産物加工による地回り経済が発展し

ていったことがうかがえる���。

Ⅱ－３　近現代の古河における都市構造の変容

　１６３０年前後に整備が完了した古河城下町は，江

戸期を通じて，都市構造をほとんど改変していな

い。このような古河城下町に再び変化が訪れるの

は明治維新以降のことであり，その中でも古河の

都市構造の変容に大きな影響を与えたのは，明治

期の古河城廃棄と鉄道開通，大正期の渡良瀬川改

修，そして昭和期の道路網の整備と古河駅東地区

の土地区画整理事業である。

　１８７４（明治７）年，廃藩置県が行われて以来利

用されていなかった古河城が，廃城令により取り

壊された。また１８８５（明治１８）年には，東北本線

大宮－宇都宮間が開通したことにともない，市街

地東端の北新町東側に，茨城県内初の鉄道駅であ

る古河停車場が開設された。１８９８（明治３１）年に

は，北新町を横切る形で停車場と日光街道の二丁

目を直結する駅前道路も開通した。この影響を受

けて，古河の商業の中心は，従来の米問屋の集中

していた石町や河岸場のあった船渡町から，新た

に日光街道沿いへと移動していった。そして１９１４

（大正３）年から１９２５（大正１４）年にかけては，度

重なる水害対策として，遊水地の建設を核とした

渡良瀬川改修工事が開始された。１１年にわたる大

工事の結果，渡良瀬河畔に位置していた古河城の

跡地はその大部分が整地されて河川敷の一部とな

り，同じく渡良瀬川に接していた悪戸新田も廃村

となった。

　昭和に入ると，市街地の内外において道路の整

備が急速に進んだ。その１つが，１９３２（昭和６）

年の三国橋の開通である。下総，下野，武蔵の三

国を結ぶ三国橋は，１８７８（明治１１）年に古河町悪

戸新田と栃木県谷中村を結ぶ橋として架設され，

その後１９２０（大正９）年，渡良瀬遊水地の建設に

ともない元の場所より約１��南にある現在の位

置に移設された。

　三国橋建設に続き，１９３２（昭和７）年には，昭

和恐慌を受けた失業対策事業として，市内各所に

おいて新たな街路の建設が行われた。従来の日光

街道であった横山町東側に新国道が開かれたのを

はじめ，同じく横山町から雀神社に至る道路など

が，この時に整備された街路である。また市街地

南部においても，南新町から八幡神社を経て原町

に至る道路が開通し，古河駅東地区においても道

路網の整備が進んだ。その結果，日光街道沿いの

宿場であった横町が本道から外れ裏通りとなり，

市街地の南部，東部への拡大が一挙に進むなど，

これら一連の事業は，古河の都市構造の変化に大

きく影響を与えた。

　戦後の１９４７年には，相次ぐ新道開通により発展

しつつあった駅東地区において，戦時中より進め

られていた古河駅東土地区画整理事業が完成し

た。この区画整理により，駅東地区には新たな市

街地が整備され，幹線道路として古河駅から東に
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伸びる道路が開通した。こうしてかつては古河駅

の西側のみに広がっていた市街地が駅の東西に展

開するようになり，１９５３年の古河駅東口の開設や

１９５８年の国道４号線バイパスの開通もあいまっ

て，駅東地区の発展が急速に進むと同時に，日光

街道沿いの商店街は相対的にその地位を低下させ

た。かつては市街地の中心部，二丁目裏手に立地

していた市役所も，１９８７年には中心市街地南方の

長谷町に移転している。

　このように戦後になると，古河における主な開

発事業は駅東地区などの郊外で行われるように

なったため，中心市街地における街路の新設はほ

とんど行われていない。その一方で，既存の道路

の改良は積極的に進められた。曲の手から原町に

至る旧日光街道が拡幅されたほか，歴史博物館や

街角美術館などの文化施設を結ぶ生活道路も，都

市観光ルートとして位置付けられたことにより，

石畳舗装による修景事業が行われた。

　このように，近代から現代にかけての古河の中

心市街地は，明治期の古河城廃棄と古河駅開業，

大正期の渡良瀬川河川改修，昭和期の道路網整備

と市街地の拡大などを経て，徐々に現在見られる

形へと変化してきた。しかし，江戸期の絵図と現

在の土地利用図を比較しても，かつて町人地で

あった位置には現在でも商業地が展開しており，

特に旧日光街道沿いには江戸期より営業を続けて

いる老舗が多く残っている（第４図）。この第４

図と第２図を比較しても，これらの商店の多く

は，間口が狭く奥行きがあり，店の奥に居住空間

があるというように，江戸期の短冊型地割の特徴

をそのままとどめている。また武家地において

も，かつての武家屋敷の敷地の分割が進んだこと

により区画の細分化が著しいものの，その多くは

現在でも住宅地として利用されており，江戸期の

武家地としての性格を大きく変えてはいないとい

うことが読み取れる。

Ⅲ　中心市街地における商店街の活動と TMOの

設立

　前章では，近世以降，渡良瀬川の水運と旧日光

街道を中心に城下町として発達した古河の歴史に

ついて検証した。そして，現在の古河の中心市街

地には，城下町として形成された古河の歴史を示

す通りや文化施設が数多く存在している。近年，

古河の中心市街地においては，古河における

���組織である雪華が中心となって，それらの

文化施設を利用した都市観光による中心市街地の

活性化事業を進めている。そこで本章では，城下

町として発達した古河の歴史と，現在の中心市街

地における小売業の現状との関わりを，主に商店

街の業種構成や活動内容に着目して解明する。ま

ず，中心市街地内部および外縁部における商業施

設と文化施設の分布を概観する。続いて，古河の

中心市街地に位置する性格の異なる２つの商店街

を取り上げ，それらの商店街の発足経緯と活動内

容を検証する。最後に，雪華の活動について詳述

する。
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第４図　古河市中心市街地における老舗の分
布（２００３年）

� （聞き取り調査により作成）



Ⅲ－１　商業施設および文化施設の配置

　第５図は，古河の中心市街地における商店街，

大規模小売店および文化施設の配置を示したもの

である。前章で述べたように，古河の商業は，江

戸期に，渡良瀬川の水運を利用した卸売業と旧日

光街道沿いの宿場町として発達した歴史を持つ。

また，当時宿場町が形成されていた旧日光街道沿

いには，現在でも江戸期から営業を続けている老

舗が多く立地している。現在，古河の中心市街地

には，８の商店街組織が存在する。第５図からわ

かるように，それらの商店街のほとんどが，古く

から古河藩の城下町，宿場町として商業が発達し

ていた旧日光街道沿いの一帯に集中している。ま

た，この地区には，かつての古河城の出城跡地を

利用した歴史博物館や鷹見泉石記念館をはじめと

して，数々の古い歴史的背景を持つ施設が立地し

ている。

　一方，旧日光街道の東部では，小売業の集積は

日光街道沿いに比べて比較的遅い時期に進展し

た。この地区において店舗の集積が始まったの

は，明治期に入り，１８８５（明治１８）年に東北本線

古河駅が開設されてからのことである。現在，こ

の地区には２つの商店街組織が存在している（第

５図）。

　１９６０年代に入ると，全国の地方都市において，

大型店の出店が増加し始めた。古河の中心市街地

においても，１９６８年に最初のスーパーが開業した

後，２００３年までに１１店の大型店が開業している。

これら１１店のうち，６店が中心市街地内に，５店

が外縁部に立地している。中心市街地内に立地す
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第５図　古河中心市街地における商店街，大規模小売店および文化施設の配置（２００３年）
� （聞き取り調査により作成）



る大型店は，駅前のスーパーと専門店を除き，店

舗面積が１，０００��から１，５００��と比較的小規模で

あるのに対して，外縁部には店舗面積が１５，０００��

を超える大型店が２店立地している。また，中心

市街地内で唯一店舗面積が４，０００��を超えるスー

パーは古河市の市街地再開発事業によって建設さ

れたものである。さらに，これらの大型店を業態

別に分類すると，スーパーが７，専門店が３，

ホームセンターが１店であり，店舗面積の合計

は，スーパーが４４，４６３��，専門店が７，５９５��，

ホームセンターが４，７８３��である。つまり，古河

の中心市街地およびその外縁部の大型店は，食料

品を中心とする最寄品に特化しているということ

ができる。

Ⅲ－２　オリオン商店街の活動

　Ⅱ章および前節で述べたように，古河の商業の

歴史は，渡良瀬遊水地の水運を利用した卸売業と

旧日光街道沿いの宿場町が発達した江戸期にまで

さかのぼる。しかし，旧日光街道と東北本線とに

挟まれた地区において商業が発達し始めたのは明

治期に入り，鉄道が開通してからである。そこで

本節では，この地区に位置する商店街の事例とし

てオリオン商店街を取り上げ，現地においてアン

ケート調査���および聞き取り調査を実施した。そ

こから，古河の中心市街地において，比較的新し

い時期に発達した商店街がどのような性格を持つ

商店街であるのかを検証する。

１）オリオン商店街発足までの経緯

　オリオン商店街は，古河市本町２丁目を走る県

道古河総和線，通称七軒町通りに面する店舗を中

心として３７店の加盟店から構成されている。第６

図は，オリオン商店街加盟店の創業年次を示した

ものである。これを詳しくみると，江戸期に開業

した店舗が１，明治期に開業した店舗が９，大正

期に開業した店舗が２，昭和初期に開業した店舗

が１１，戦後から１９６０年代までに開業した店舗が

１０，１９７０年以降に開業した店舗が４店である。こ

の結果と聞き取り調査の結果から，七軒町通りに

おいて小売店の集積が始まったのは明治期に入っ
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第６図　オリオン商店街加盟店の創業年次
� （アンケート調査および聞き取り調査により作成）



てからであり，昭和初期から１９６０年代にかけて商

店の集積が最も進展したことが明らかになった。

これらの小売店は，東北本線を越えて国道４号線

に至るまでの道路に面した店舗を含めて，１９５９

年，東部商栄会という商店会を組織した。その

後，オリオン商店街は，１９７０年に，東北本線を境

にしてこの東部商栄会を二分したことから発足し

た商店街組織である。

２）業種構成の変遷

　続いて，商店街組織を発足させる以前の昭和初

期，オリオン商店街発足時の１９７０年，および２００３

年の業種構成を明らかにする。

　第７図は，オリオン商店街における業種構成の

変遷を示したものである。これをみると，昭和初

期の業種構成は，米穀類が４，酒類店が３，生鮮

食料品が５，その他の飲食料品が１１，衣服・身の

回り品が１４，その他の小売が１７，飲食店が２，美

容室・理容室が２，その他のサービス業が３店と

なっており，当時からすでに最寄品に特化した商

業地を形成していたことがわかる。

　商店街組織としてのオリオン商店街が発足した

１９７０年には，米穀類が２，酒類が１，生鮮食料品

が７，その他の飲食料品が１５，衣服・身の回り品

が１５，その他の小売が２８，飲食店が１３，美容室・

理容室が８，その他のサービス業店が６店立地し

ており，特に，衣服・身の回り品を中心とした買

回品と飲食店の増加が顕著である。つまり，昭和

初期から１９６０年代にかけて，オリオン商店街は，

食料品などの最寄品だけでなく，衣料・身の回り

品などの買回機能の面においても，古河駅を中心

とした中心市街地を形成するまでに発展したとい

うことができる。

　また，２００３年のオリオン商店街の業種構成は，

酒類が１，生鮮食料品が３，その他の飲食料品が

８，衣服・身の回り品が５，その他の小売が９，

飲食店が３，美容室・理容室が３，その他のサー

ビス業が５店となっている。全店舗数としては，

１９７０年の時点と比較すると半数以下にまで減少し

ており，特に，食料品店の減少が顕著である。

３）店舗数減少の要因

　店舗数減少の要因としては，中心市街地内部お

よび外縁部における大型店の増加，経営者の高齢

化と後継者問題，そして，七軒町通りの自動車通

行量の増加があげられる。

　まず，大規模小売店の増加に関しては，前述し

たように，現在，古河の中心市街地内にはスー

パーを主体とした最寄品に特化した大型店が数多

く立地している。これにより，オリオン商店街の

食料品店を中心とした小売店を利用する来街者

は，減少傾向にある。

　また，第８図はオリオン商店街組合員の年齢と

後継者の有無を示したものである。これによる

と，オリオン商店街の３４店中，�２０店の経営者の年

齢は６０代を越えている���。また，後継者のいない

店舗も２２店あり，全体の３分の２近くを占めてい

る。つまり，オリオン商店街においても，全国の

商店街と同様に，経営者の高齢化と後継者の減少

が進んでいるということができる。

　続いて第９図は，１９９７年以降の七軒町通りにお

ける平日１日の通行量を示したものである���。通

行量は全体として減少傾向を示す一方で，自動車

通行量は微増傾向にある。減少傾向が特に顕著な

のは自転車の通行量であり，歩行者通行量も減少

傾向にあるといえる���。この自動車通行量が増加

し，歩行者および自転車の通行量が減少するとい

う現象の主な要因としては，古河の中心市街地の

道路状況をあげることができる。第５図を見ても

わかるとおり，古河の中心市街地においては自動

車で東北本線を越えて東西を結ぶルートは七軒町

通りを含めて２本しか整備されていない。そのた

め，七軒町通りには，東北本線の東西を結ぶ中心

市街地内の自動車交通が集中するのである。加え

て，七軒町通りは道幅が狭いことに加えて両脇に

電柱が林立しているため（写真１），自動車通行

量の増加により，歩行者や自転車の通行が困難に

なっているという問題がある。

　以上のように本節では，オリオン商店街の発足

経緯および業種構成の変遷を現地調査および聞き

取り調査から検証した。オリオン商店街は，明治
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第７図　オリオン商店街における業種構成の変遷
� （聞き取り調査により作成）
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第８図　オリオン商店街組合員の年齢と後継者の有無（２００３年）
� （アンケート調査により作成）

第９図　オリオン商店街の通行量
� （オリオン商店街資料により作成）

写真１　オリオン商店街に林立する電柱
� 道幅も狭く，自動車通行量も増大

する中，七軒町通りの両脇に林立

する電柱は，歩行者および自転車

の通行の妨げとなっている。

� （２００４年３月安河内撮影）



期の鉄道開通以降，昭和初期にかけて，食料品を

中心とする最寄品に特化した商店街を形成した。

その後，１９６０年代までに，衣服・身の回り品を中

心とした買回機能も発達したことから，古河の中

心市街地の核を形成する商店街の１つにまで発展

した。しかし，１９７０年代以降の大型店の増加によ

り，オリオン商店街は吸引力を失っていった。さ

らに，近年の自動車通行量の増加による七軒町通

りの交通事情の悪化も，オリオン商店街来街者数

減少の要因の１つとなっている。加えて，経営者

の高齢化にともない，後継者のいない店舗が増加

したことも要因となり，１９７０年には６１店あったオ

リオン商店街加盟店は現在，３８店にまで減少して

いる。以上の要因から店舗の減少が進む中，オリ

オン商店街は，後述するチャレンジショップと共

同でリサイクルマーケットなどのイベントを商店

街単位で実施しているものの，個々の店舗が生き

残っていくためには，各店舗単位での固定客の獲

得が最も重要な課題とされていることが聞き取り

調査およびアンケート調査から明らかになった。

Ⅲ－３　出城かいわいの会の商店街活動

　本節では，江戸期から宿場町，卸売業の要衝地

としての歴史を有する旧日光街道周辺の商店街の

活動を，出城かいわいの会を事例として検証す

る。

　出城かいわいの会は，肴町通り，大工町通り，

お茶屋口通りの３本の通りに面した店舗を中心と

した１８店の加盟店から構成されている（第１０図）。

中でも，肴町通りにおいて隣接する３店の老舗

は，出城かいわいの会が発足する以前の１９８８年

に，すでに商店街組織としての「肴の会」を発足

させていた。「肴町通り」という通りの名称は，こ

の通りが古河城下を通過する諸大名をもてなすた

めに，古河城内に米や茶，酒をはじめとする食料

品を供給する道として栄えた歴史に由来する。現

在も，肴町通りの３店の老舗が取り扱う商品はそ

れぞれ，米，酒，茶葉である。

　肴の会は，その老舗としての歴史を，肴町通り

の活性化に結びつけることを目的とした活動を続

けてきた。具体的には，１９９０年に市がかつての古

河城の出城であった諏訪曲輪の跡地に歴史博物館

の建設を決定したことを受けて，肴の会は肴町通

りの石畳舗装を申請した。市はこの申請を受理

し，リーディングプロジェクト推進事業���の一環

として道路整備を実施した。さらに，肴町通りの

３店は自費で店舗を改装し，歴史博物館や鷹見泉

石記念館などの文化施設と景観面での連続性を創

出した（写真２）。また，１９８８年から１９９９年にか

けて，年３回の歩行者天国のイベントを継続して

きた。

　２００１年には，雪華が中心市街地活性化事業の一

環として，肴町通りや歴史博物館を含む一帯を

「おもてなしゾーン」に設定した���。これを機に，

隣接する４つの町内会が協力し，肴町通りの老舗

３店を含む１８店から構成される出城かいわいの会

が設立された。通常，商店街組織は町内会単位で

構成されることが多いが，出城かいわいの会は町

内会の枠を越えて形成された商店街であるという

点に特徴がある（第１０図）。また，聞き取り調査

から明らかになった出城かいわいの会の活動趣旨

は，店舗の面的な連続性の創出ではなく，歴史博

物館や鷹見泉石記念館などの文化施設との連続性

を持った景観の整備である。

　出城かいわいの会の業種構成に着目すると，米

穀類が３，酒類が３，茶葉が３，その他の飲食料

品が３，その他の小売が３，飲食店が２，マッ

サージ院が１店であり，食料品を取り扱う小売店

が多い。ただし，生鮮食料品を扱う小売店は立地

していない。

　また，第１０図からわかるように，出城かいわい

の会加盟店は面的に分散して立地している。第２

図からもわかるように，これらの店舗の間には廃

業した店舗だけでなく，住居も立地している。そ

のため，出城かいわいの会と文化施設との連続性

を持った景観を整備するためには，商店経営者以

外の住民の協力が必要とされている。

　市の政策としても，市内に散在する文化施設の

面的連続性を創出するために，観光ルートの整備

が課題とされている。現在古河市は，城下町とし
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ての歴史を有する文化施設や史跡を機能的に関連

させることを目的としたウォーキングトレイル事

業���により，道路の石畳舗装を進めている。出城

かいわいの会の周囲においても，歴史博物館や鷹

見泉石記念館，篆刻美術館，街角美術館などの文

化施設をつなぐルートが石畳で舗装されている。

しかし，第１０図からわかるように，ウォーキング

トレイル事業による石畳舗装の整備はお茶屋口通

りを除いて，出城かいわいの会を迂回する形で進

められた。肴町通りにおいては，石畳舗装がなさ

れているが，ウォーキングトレイル事業による石

畳道路との連続性がないため，出城かいわいの会
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第１０図　出城かいわいの会の業種構成（２００３年）
� （聞き取り調査により作成）



は観光協会の指定する観光ルートから外れる形と

なっている。

　本節では，現地調査から，出城かいわいの会の

業種構成および発足の経緯と活動内容について検

証した。まず，店舗の配置からみて，出城かいわ

いの会は，通りに沿って店舗が連続して立地して

いる商店街ではない。業種構成からみても，地域

住民が日常的に買物に訪れる商店街でもない。し

かし，オリオン商店街のような比較的新しい時期

に発達した商店街に比べて，出城かいわいの会

は，地域そのものが古い歴史を有し，文化施設も

多く立地しているため，観光目的で当地を訪れる

来街者が多い点に特徴がある。ただし，それらの

文化施設と商店との機能的な関連性の創出は，出

城かいわいの会を活性化する上で，重要な課題と

されている。現在，雪華は，文化施設や街そのも

のの歴史を利用した地域の活性化を目的とした活

動を行なっている。そこで次節では，この雪華の

活動に関して検証することとする。

Ⅲ－４　雪華の設立経緯と活動内容

　前節で述べたように，１９７０年代以降，古河の中

心市街地において，郊外型大型店の増加にともな

う零細小売店の減少が続いている。そして，現

在，古河の中心市街地においては，２００１年に

���としての認定を受けた雪華が主体となって，

各種文化施設を利用した都市観光による中心市街

地活性化事業が進められている。そこで本節で

は，この雪華の設立経緯と活動内容について検証

する。

１）雪華の設立経緯

　第１表は，雪華の設立経緯とその主な活動につ

いて示したものである。古河市では，中心市街地

活性化法が１９９８年に施行される以前の１９９３年，古

河市，古河市商工会議所，地元商業者の代表に
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写真２　肴町通りにおける歴史的景観
� 肴町通りで江戸期から営業を続け

ている３店の老舗は，古河市の都

市観光ルートにおいて拠点的役割

を果たしている。

� （２００４年３月安河内撮影）

第１表　雪華の設立経緯とその活動

中心市街地活性化に関わる全国的動向雪華の動き年
・中心市街地まちづくり委員会　発足１９９３

・大規模小売店舗法の運用緩和１９９４
・「まちづくり会社」設立に向けての勉強会が始まる１９９５
・まちづくり会社雪華　設立１９９６

・中心市街地活性化法　施行
・古河市：中心市街地活性化基本計画　策定

・雪華総合公園内「ジェラテリア」開店
１９９８

・古河商工会議所（～２０００）
　　：コンセンサス形成事業の実施

１９９９

・大規模小売店舗法の廃止
・大規模小売店舗立地法の施行

・「���構想」の認定申請を市に提出２０００

・古河市���に認定
・チャレンジショップ運営委員会を組織

２００１

・チャレンジショップ「����」開設２００２
（聞き取り調査および雪華資料により作成）



よって「中心市街地まちづくり委員会」が組織さ

れた。その後，この中心市街地まちづくり委員会

は，民間主導によるまちづくり会社の設立を目的

として，地元商業者の市民発起人１２名を中心に，

古河市，商工会議所を含めた発起人会を発足さ

せ，１９９５年以降，月３，４回の勉強会を開催し

た。そして，１９９６年，古河市の歴史的資源と新た

な文化施設を活用した都市観光の推進を主な活動

目的とした民間主導のまちづくり株式会社雪華���

が設立された。第１１図は，雪華の設立に要した資

本金出資額の内訳を示したものである。これをみ

ると，総額５，０００万円の資本金のうち，個人・法人

が５４％，市民発起人が２４％，古河市が２０％，古河

商工会議所が２％を出資している。個人出資者が

７１名，法人出資者が２７団体であるのに対して，市

民発起人はわずか１２名であることから，市民発起

人が雪華を設立する上で重要な役割を担っていた

ことがわかる。また，第１２図をみてもわかるとお

り，出資者の多くは，個人・法人ともに古河市北

部に集中しており，市民発起人も同様の傾向を示

す。

　以上の経緯を経て，１９９６年に雪華が古河駅前の

空き店舗を利用したまちなか再生市民広場���内に

ある事務所で活動を開始した後，１９９８年には中心

市街地活性化法が施行され，古河市は「次世代型

ミュージアムタウンと魅力ある界隈名所を創造す

る」ことを目的とする中心市街地活性化基本計画

を策定した。その後，古河商工会議所が中心と

なってコンセンサス形成事業を実施し，２０００年，

雪華は古河市中小小売商業高度化事業構想

（���構想）を策定，古河市に対して���として
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第１１図　雪華の資本金出資額内訳（１９９６年）
� （聞き取り調査により作成）

第１２図　雪華の出資者の居住地（２００３年）
� （聞き取り調査により作成）



の認定申請を行った。そして，２００１年１月，古河

市は雪華を茨城県初の���として正式に認定し

た。２００３年において，雪華は取締役１２名で運営し

ており，その内訳は古河市３名，商工会議所３

名，���認定前からの取締役４名，その他２名

である。また，まちづくり会社設立当時の市民発

起人１２名のうち，７名が２００３年においても役員と

して活動している。

２）雪華の活動内容

　２００３年３月の時点で全国に２６９ある���のう

ち，商工会議所・商工会が約７０％を占める中，古

河市���雪華の組織形態は第３セクター特定会

社���である。そのため，雪華が会社組織として活

動するためには独自に収益事業を行う必要があ

る。

　雪華の主な収益事業としては，古河総合公園に

立地するファストフード店「ジェラテリア」の運

営があげられる。古河総合公園は古河市南部に位

置し，春の桃，夏の蓮などの自然と古河公方館跡

など数多くの史跡を来園者に同時に提供できる施

設であり，桃まつりなど季節ごとに自然を活用し

たイベントが行われる時期には，古河市内外から

多くの来園者が訪れる。ジェラテリアは，雪華が

古河市の���として認定される以前の１９９８年に

出店され，来園者に対して，軽食販売の他に土産

物販売なども行っている。イベント開催時には，

ジェラテリアにも多くの利用客が訪れるが，その

反面，イベント開催時以外の時期には利用客数が

大きく減少する。そのため，ジェラテリアは，年

間を通じて安定した収益をあげることを課題とし

ている。その他の収益事業として，観光客向けに

雪の結晶と桃の花のデザインを使用した古河独自

の商品を開発している。現在販売されている商品

には，キーホルダー，携帯電話のストラップ，根

付，湯のみなどがあり，それらは，ジェラテリア

や後述するチャレンジショップ「����」，古河市

歴史博物館など，主に自社店舗や公共施設で販売

されている。そのため，これらの商品の販促経路

の拡大が，今後の課題とされている。

　一方，具体的な中心市街地活性化事業の一環と

して雪華は，まちなか再生市民広場内にチャレン

ジショップ「����」を開設した。第１表で示すよ

うに，２００１年に，雪華は中心市街地内の空き店舗

対策事業の一環として，商工会議所と共同でチャ

レンジショップ運営組織を設立した。２００１年１２月

に，第１期チャレンジショップ出店希望者の募集

が，古河市の広報やパンフレット，新聞の折り込

みチラシ，ホームページなどを通じて行なわれ，

３４名の応募者が出店を希望した。その後９名が選

抜され，２００２年３月，第１期チャレンジショップ

「����」が開業した。����の出店期間は１年間と

定められている。出店期間終了後は，中心市街地

内の空き店舗へ出店することが応募条件に定めら

れており，２００３年５月現在では，７名の第２期出

店者が営業している。

　第２表は，２００２年の第１期チャレンジショップ

と２００３年の第２期チャレンジショップにおける業

種別の出店状況を示したものである。これをみる

と，第１期出店者の業種構成は，衣料小売が５，

その他の小売が３，サービス業が１店であり，衣

料小売店を主体とした業種構成になっている。第

２期出店者の業種構成は，衣料小売が１，その他

の小売が４，サービス業が２店であり，主に若者

向けの雑貨やアクセサリーを扱う小売店が主体と
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第２表　チャレンジショップ「����」の出店
状況

店舗数業種年
５服飾店

２００２
２雑貨店
１レコード店
１エステ店
９合計
１洋品店

２００３

１雑貨店
１アクセサリー店
１ビーズショップ
１携帯電話周辺機器店
１マッサージ店
１ダイビングショップ
７合計

（聞き取り調査により作成）



なった業種構成になっている。

　続いて，チャレンジショップ出店期間が終了し

た第１期出店者９名の動向をみると，２００３年１２月

現在，新規店舗を開業した出店者は９名中４名の

みである。この４名のうち，３名は総和町の大型

店へ出店しており，古河市内の空き店舗を利用し

て新規店舗を開業した出店者はわずか１名であ

る。古河の中心市街地では空き店舗が増加してい

るが，それらの賃貸料は最低でも月１０万円以上と

高額であり，老朽化した建物の改築などの初期投

資も高額である。また，古河の中心市街地には城

下町特有の短冊型の地割が残存しているため，新

規出店者が必要とする設備を空き店舗内に設置で

きない場合もある。加えて，広い面積を有する空

き店舗に対して，複数の店舗が共同出店する場合

にも，空き店舗の形状が短冊型であるために，新

規出店する店舗の配置や家賃，光熱費などの経営

者間の条件調整が困難になっている。そのため，

これら資金面および設備面での家主と出店希望者

との条件調整は，現在の空き店舗対策事業を進め

る上で重要な課題となっている。

Ⅳ　都市観光による中心市街地活性化への取り組み

　本章では，まず古河市における観光資源の分布

と特性を概観する。次に，観光ボランタリーガイ

ド協会（以下，ガイド協会）の活動をもとに，古

河市における都市観光の特性を検証する。本章で

取り上げるガイド協会は，古河市の歴史と市民ガ

イドを活用した都市観光を，観光客に提供してい

る古河市の代表的な市民組織である。

Ⅳ－１　古河市における観光資源

　前章までにみてきたように，古河市は関東平野

のほぼ中央に位置し，栃木，群馬，埼玉の３県と

隣接した茨城県最西端の都市であり，茨城県だけ

でなく近隣県の観光客を集客できる位置にある。

また，城下町起源の都市として，武家屋敷跡や

蔵，古河城に関連する史跡など，その歴史的な景

観をみることができる。また，歴史博物館や篆刻

美術館，文学館など，古河の歴史や文化を活用し

た各種の文化施設も多数立地している。以下，古

河市の歴史的景観を構成する観光資源の分布の特

徴を明らかにする。

　まず，古河市の歴史，文化を活用した文化施設

であるが，鷹見泉石記念館，篆刻美術館や文学

館，街角美術館などの文化施設が，歴史博物館の

周辺に立地している（第１図）。特に，歴史博物

館と文学館は出城であった諏訪曲輪の跡地に立地

しており，古河市のウォーキングトレイル事業な

どで周辺の歩道の整備が進められた地域でもあ

る。それゆえ，歴史博物館周辺は，中心市街地に

おいて都市観光を行う際の最も中心的な地域であ

る。

　個々の文化施設の性格についてみると，歴史博

物館は有史以来の古河の歴史を様々な展示品とと

もに解説してあり，古河の歴史を理解できる施設

である。また，企画展を催すなどして，古河市の

文化振興の中心的な施設である。この歴史博物館

には自家用車だけでなく大型バスにも対応した駐

車場が３か所併設されており，古河市内の観光の

起点となっている。鷹見泉石記念館は古河出身の

蘭学者，鷹見泉石が晩年居住した住宅であり，現

在では観光客の休憩所の役割も果たしている。

１９９１年に開館した篆刻美術館は，篆刻を鑑賞でき

る日本唯一の美術館である。その建物は１９２０（大

正９）年に建設された３階建て石蔵を改修したも

のであり，国の登録文化財に指定されている。文

学館は古河を代表する作家永井路子などの作品を

展示するほかに，コンサートや詩の朗読会などを

行うサロン，勉強会などを行う講座室，談話室な

どがある多目的施設である。

　次に，古河市における歴史的資源は，古河市の

短冊型の地割や屈曲した道路，神社仏閣，史跡な

どにみることができる（第１３図）。第Ⅱ章でも述

べたように，地割は城下町特有の短冊型の地割を

残しており，道路は，城下町の防衛を重視した町

割に由来する屈曲した狭い街路が，旧日光街道西

側の地域に顕著にみられる。第３図と第１３図を比

較すると，江戸期に武家地であった地区には武家

屋敷跡が残存している。武家地と町人地の境に分
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第１３図　古河市におけるガイド利用時の主な訪問地と標準的観光ルートおよび主要な集合地点
（１９９７�２００１年）

� （ガイド協会記録簿により作成）



布している神社仏閣のうち正定寺，隆岩寺，福法

寺，永井寺，雀神社などが江戸時代から現在まで

同地点に立地している。また，頼政神社は江戸

期，古河城内に立地していたが，現在では渡良瀬

遊水地周辺に移築されている。旧日光街道沿いに

は，本陣跡，高札場跡，日光道中古河宿道標が残

存している。また，古河総合公園内には茨城県指

定文化財の古河公方館跡や徳源院跡，旧中山家住

宅，国指定重要文化財の旧飛田家住宅などが立地

する。このように，古河市では，都市構造の基礎

を築いた江戸期の歴史的資源が残存しており，そ

の分布も江戸期からあまり変化していない。以上

のことから，古河市には中心市街地と古河総合公

園に，観光資源となる文化施設や歴史的資源が分

布していることは明らかである。

Ⅳ－２　古河市における都市観光の特性－観光

ボランタリーガイド協会の活動を事例

に－

　本節では，まずガイド協会の設立経緯とその活

動について詳述する。その後，ガイド協会がガイ

ド業務を記録した１９９７年から２００２年のガイド業務

記録簿と，観光協会から委託されている観光案内

所の窓口業務で記録された１９９９年から２００２年の窓

口業務記録簿をもとに，古河市の観光特性を明ら

かにする。

　１）古河市観光ボランタリーガイド協会の設立

経緯とその活動

　近年，日本において中心市街地の活性化策とし

て，交流人口の増加を目的とした都市観光が特に

注目を浴びている。ヨーロッパの都市では，古い

街並みの保存やロンドン・ウォークのように細か

な観光ニーズへの対応，観光客が自己の都市観光

の体験を振り返ることができるポケットパークや

休憩所などの都市的アメニティの拡充を図ってい�

る���。日本においても京都や川越，松江などのよ

うに歴史的資源と都市的アメニティを活用した都

市観光が推進されている���。

　古河市においてガイド協会が発足する契機と

なったのは，１９９５年の市主催によるガイド養成講

座である���。同講座では古河の歴史に関する知識

や，実際にガイドを行う技術などを中心に講義が

行われた。その講師には歴史博物館の学芸員や郷

土史研究家，他の地域でのガイド体験者などが招

かれた。同講座には古河市民４５名が参加し，合計

１０回の講義が開催された。その後１９９６年，古河市

民３５名によってガイド協会は設立された。しか

し，ガイド協会発足後，同協会に登録しているガ

イドが，個人的理由などから１０名にまで減少し

た。そのため，２０００年には第２次ガイド募集を行

い，ガイド養成講座を再び開催した。その後はガ

イド志願者に対して，個別に実地訓練を行うなど

のガイド養成を行っている。２００３年現在では，ガ

イド協会に登録しているガイドは１９名であり，そ

の多くは退職者と主婦である。そして，現在も勉

強会の開催や，古河にゆかりのある地域への研修

旅行などを行い，更なるガイドの知識や技術の向

上に努めている。

　ガイド協会の主要な業務には，無償で古河の観

光案内を行うガイド業務と，観光協会から委託さ

れた観光案内所の窓口業務がある。ガイド業務

は，利用者の申し込みを受け，そこで日時や観光

ルートなどの詳細な打ち合わせを行った上で，当

日，担当ガイドが利用者に対してその観光ルート

の案内を行う，というものである。次に，観光案

内所の窓口業務であるが，観光案内所はまちなか

再生市民広場内にあり，観光客に対しての観光案

内や各種観光パンフレット，地図などの配布，ガ

イド受付の窓口などの多岐に渡った業務を行って

いる。ガイド協会はその他にも，観光協会から委

託された観光動態調査，桃まつりや提灯竿もみ祭

りなどのイベント時の協力や，教育委員会からの

要請による地元小中学校での出張授業などを行っ

ている。また，地元ケーブルテレビに出演し，古

河の歴史に対する啓蒙活動や広報活動を積極的に

行い，ガイド利用を促進している。

２）古河市における観光客の特性

　ここではガイド協会のデータを用いて，古河市

における観光客の特性について年齢，性別，居住

地，観光客数の季節変化から分析する。
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　第１４図は，窓口業務の記録簿から年齢，性別と

いった観光客の属性について分析したものであ

る。年齢別にみると，観光案内所の利用者は男女

ともに５０代から６０代が最も多くみられ，３０代以下

の利用は相対的に少ない。また，夫婦で観光に訪

れるケースも多く，特に５０代，６０代の中高年層の

利用件数が他の年齢層よりも卓越している。

　男女別にみると，男性は年間を通じて安定した

利用者数があるが，女性は桃まつりや菊まつりな

ど古河総合公園での自然を活用したイベント時に

増加する。男性についてみると，２０代から４０代ま

ではビジネスで観光案内所を利用する件数が多

く，特にホテルなどの宿泊所案内を目的とした利

用が多い。５０代以上の男性には，観光目的で案内

所を利用するケースが顕著にみられる。その多く

は，効果的な観光ルートに対する相談や，史跡な

ど目的地への道順を尋ねるものである。その他，

年齢や性別を問わず，古河市民や古河への新規転

入者が，自分の住む街に対する理解を深めようと

観光パンフレットや観光地図，無料循環福祉バス

「ぐるりん号」の時刻表などを持ち帰るケースも多

くみられる。このことから，観光案内所は観光客

やビジネス客だけでなく，新規転入者や古河市民

にとっての観光や生活の窓口としての役割を果た

していると考えられる。

　第１５図は古河市への観光客の発地を示したもの

である。これによると，古河市への観光客は茨城

県内を発地とする観光客が最も多く，茨城県内で

は，古河市の周辺市町村，常盤自動車道沿いの市

町村を発地とする観光客が多い。次いで古河市に

隣接する栃木，群馬，埼玉の３県が多く，東京都

や神奈川県からの観光客も少なくない。しかし，

関東地方以外の地域からの観光客は僅少である。

観光客の交通手段をみると，鉄道，バス，自家用

車が多い。観光客が東北本線を利用した場合，古

河駅までの所要時間は，上野駅からが約１時間，

宇都宮駅からが約４０分である。また，バスや自家

用車で高速道路を利用した場合は，常盤自動車道

の桜土浦��より約１時間，東北自動車道の館林

��より約２０分，栃木��より約５０分である。一般

道に関しては，古河市内部を国道４号線，国道

３５４号線，県道野木古河線，県道古河総和線が縦

貫しており，古河市までの利便性が確保されてい

る。したがって，古河市は鉄道，バス，自家用車

でのアクセスが容易な関東地方を観光客の集客圏

としていると考えられる。

　第１６図は観光客数の季節変化について，ガイド

利用件数と観光案内所利用件数を用いて示したも

のである。ガイド利用件数は９，１０月と３月に急

増するが，これは古河総合公園で開催される桃ま

つりや菊まつりなどのイベントと関連しているた

めである。観光案内所利用件数の季節変化をみて

も，ガイド利用件数と類似した傾向にある。つま

り，古河市の観光は季節変化と，季節に応じたイ

ベントの開催の有無に左右されやすいという特徴
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第１４図　性別・年齢別にみた駅前観光案内所
利用者（１９９９�２００２年）

� （ガイド協会記録簿により作成）



がある。

　最後に，ガイド協会の主要業務であるガイド業

務について，その利用件数，利用団体の属性や利

用状況から明らかにする。ガイドの利用状況を平

均すると，１人のガイドが利用者２４名に対して．

８．７地点を４時間で案内するといったものである。

平均的な利用状況に加えて，ガイド業務記録簿か

らは利用者が宿泊したという記録は数少ないこと

からも，古河市は日帰り型観光地であるといえよ

う。その利用件数について経年的にみると，１９９８

年度から１９９９年度にかけて飛躍的に増加してお

り，その後も増加傾向にある（第１７図）。ガイド

利用者をみると，２，３名の少人数の個人利用者

よりも，２０名を超える大人数の団体利用者が多

い。利用者は，古河市の史跡を周回する歴史学

習，文化施設での体験学習，都市観光に特化した

古河市のまちづくりの都市研究などを観光目的と

してガイドを利用している。

３）古河市における都市観光ルート

　ここではガイド利用時の訪問地を分析すること

によって，古河市の都市観光ルートを詳細に検証

する。

　第１３図によると，観光の起点となる集合地点は

歴史博物館と古河駅が多い。集合地点までの交通

手段はバスと鉄道が卓越している。歴史博物館に

併設されている駐車場や，鉄道アクセスの良さか
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第１５図　古河市への観光客の発地（１９９８�２００２年）
� （ガイド協会記録簿により作成）

第１６図　古河市における観光客数の季節変化
（１９９９�２００２年）

� （ガイド協会記録簿により作成）



ら両地点が起点となっている。集合地点からの移

動は，徒歩で行うケースが多い。その背景とし

て，古河の中心市街地は城下町の都市構造をほぼ

残した景観や地割を形成しているので，歩車道は

狭く，大型バスや自動車での移動や停車が困難で

あることがあげられる。それに加えて，観光客に

とって徒歩で観光することは，観光客自身が古河

市の歴史的資源に直接触れることができるという

点もあげられる。

　次に，観光協会が作成した観光地図から標準的

な観光ルートを検証する。第１３図によると，その

観光ルートは古河駅西口を起点および終点にし

て，３時間，４時間，６時間と時間別の設定がな

されている。まず，３時間コースには古河駅西口

→歴史博物館→鷹見泉石記念館→文学館→篆刻美

術館→正定寺→旧武家屋敷→日光道中古河宿道標

→古河駅西口が設定されており，主な文化施設と

史跡を周回するコースとなっている。４時間コー

スには古河駅西口→文学館→歴史博物館→鷹見泉

石記念館→長谷観音→頼政神社→永井寺→渡良瀬

遊水地遠望→雀神社→旧武家屋敷→日光道中古河

宿道標→古河駅西口が設定されており，３時間

コースに神社仏閣や渡良瀬遊水地が加えられてい

る。６時間コースは，文化施設と神社仏閣だけで

なく，四季の径や古河総合公園など中心市街地外

への観光も提供している。さらにガイド利用時に

は，より利用者の嗜好に即した形の観光ルートを

利用者とともに協議，設定しており，観光客の

ニーズに柔軟に対応している。以下，観光地図だ

けでなく，ガイド業務記録簿も用いて中心市街地

における訪問地を詳細に検証する。

　第１３図によると，最も多く選択される訪問地

は，歴史博物館周辺や文学館，篆刻美術館などの

文化施設が分布する地区である。当地区には，Ⅲ

章で述べた通り，出城かいわいの会の商店が歴史

博物館からの景観の連続性を保つ店舗を構え，観

光客に対して土産物や休憩所を提供するなど積極

的なサービスを行っている。それに加えて，

ウォーキングトレイル事業によって道路整備がな

されており，歴史博物館周辺の文化施設間の近接

性と，周辺道路の利便性が観光客の回遊性を生み

出している。また，当地区に分布する文化施設の

特徴をみると，篆刻美術館や文学館などは，観光

客が主体的に鑑賞および体験学習を行うことがで

きるという特徴がある。そのため，小中学校や高

等学校の体験学習から婦人会や高齢者の生涯学習

まで，年齢や性別に関係なく，様々な観光客を集

客している。特に歴史博物館，文学館，篆刻美術

館の３施設は，ガイド業務記録簿に記録されてい

る観光ルートのほとんど全てに選択されており，

この３施設が中心市街地における都市観光の中心

的施設となっている。

　次に，訪問地として多く利用されるのは古河市

内に現存する歴史的資源である。前述の通り，古

河市の中心市街地は城下町起源の都市として発達

してきた歴史を持ち，その歴史的資源も数多く残

存している。第１３図によると，歴史的資源のなか

で観光客に選択される訪問地は，杉並通り沿いの

地区と渡良瀬遊水地周辺の地区である。杉並通り

沿いの地区についてみると，この地区の東南部は

武家地と町人地の境であったため，観光客は残存

する武家地や町人地由来の歴史的資源を同時に見

ることができる。当地区に分布する武家地由来の

歴史的資源は，正定寺，隆岩寺，福寿稲荷などの

神社仏閣と武家屋敷跡があり，現在も同地点に立
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第１７図　観光ボランタリーガイドの利用件数
の推移

� （ガイド協会記録簿により作成）



地している。町人地由来の歴史的資源は旧日光街

道の本陣跡，高札場跡，日光道中古河宿道標に見

ることができる。また杉並通りは，歴史博物館が

立地する地区の北部に近接しており，文化施設か

らのアクセスも容易である。渡良瀬遊水地周辺地

区についてみると，当地区は文化施設の北西部の

やや離れた所に位置しており，文化施設からのア

クセスは，杉並通り沿いの地区より劣るが，雀神

社，永井寺，頼政神社の歴史的資源と渡良瀬遊水

地周辺が，観光客に訪問地として選択されている

（第１３図）。

　これらの歴史的資源を選択する観光客の多く

は，歴史に対する興味と深い造詣を持っている。

つまり，古河市は多くのレジャー型観光地とは異

なり，観光客が積極的に自らの知的欲求を満たす

ための観光を行う知識創造型観光地であるため，

主体的に古河の歴史学習に取り組む観光客が訪問

している。ガイド利用状況からも明らかなよう

に，史跡関連の観光地を利用するのは，古河の歴

史に対する知識を深めようという明確な目的意識

を持った中高年齢層の男性観光客が最も多く，古

河の中心市街地における都市観光は，それらの観

光客のニーズに対応した歴史的資源と，それらに

精通したガイドを提供しているといえよう。

Ⅴ　おわりに－考察に代えて－

　本調査の結果，古河の中心市街地は，南北の交

通軸の整備とともに変容してきたことが明らかで

ある。すなわち城下町形成期には，日光街道を主

軸として，古河城を中心に武家地と町人地が明瞭

に配置され，また渡良瀬川の水運により交通の結

節点として商業機能が発達していた都市構造は，

現在の土地利用にも反映されている。明治期にお

ける鉄道の開通は，日光街道の東側へ中心市街地

を拡大する契機となり，城下町および河川交通の

結節点として発達してきた古河が，オリオン商店

街の形成に認められるように，小売業の中心とし

て発展した。

　全国の地方都市と同様に，郊外化の進展は古河

においても例外ではなく，国道バイパスの整備に

より市街地はさらに東側へ拡大して，中心市街地

の空洞化をもたらした。しかし古河の中心市街地

は，こうした状況に早くから対応してきた都市で

あるといえるだろう。それは既述したように，中

心市街地活性化法が施行される以前の１９９０年代の

初頭からまちづくり会社が設立され，茨城県で最

初に���認定を受けて活動してきたことからも

理解することができる。

　これまで明らかにしてきた古河の中心市街地活

性化に対する方策の特徴として，歴史的資源の活

用があげられるだろう。「雪華」という���の名

称にも見て取れるように，古河の中心市街地には

歴史を活かした活性化への方向が随所に認められ

る。商店街の活動としても，Ⅲ章で述べた出城か

いわいの会の結成は，かつての古河城の出城跡地

を利用した歴史博物館や鷹見泉石記念館をはじめ

とした数々の古い歴史を有する施設を，観光客の

誘致に活かして商店街の活性化を図っている好例

である。そして本調査において明らかにされた特

筆すべき点は，市民ボランティアにより組織・運

営されている都市観光への取り組みである。中心

市街地に分布する文化施設などの歴史的資源と，

市民ガイドという人的資源を結びつけた都市観光

の萌芽が確認された。本調査における古河の観光

地としての特性は，関東地方を集客圏とする日帰

り型の観光地であることが見出せたが，それは古

河の中心市街地が全国的に認知された都市観光地

ではなく，都市の歴史的資源や季節の自然を鑑賞

する公園などを目的に来訪するタイプの観光地で

あることを示している。このような古河の都市観

光としての特性を活かすためにも，行政，商店街

そして���が一体となり，連続性を持った歴史

的景観の整備と活動が今後も期待される。

―　���　―
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　本研究を進めるにあたり，古河市役所産業部商工観光課の古澤功一氏，古河商工会議所の塚田伸治氏，

株式会社雪華の篠崎祐司氏，沼田匡史氏，古河市観光協会の岡本重男氏，大島榮二氏，観光ボランタ

リーガイド協会の矢口節子氏，渡辺久代氏，増田武夫氏，いせやの船田栄一氏，株式会社坂長本店の佐

藤長之助氏をはじめとする，古河市関係各所ならびに中心市街地の多くの方々から多大なるご協力を頂

きました。また現地調査におきましては茨城大学教育学部の小野寺淳教授，筑波大学大学院生命環境科

学研究科の和泉貴士氏からご協力いただきました。全ての方のお名前をあげることはできませんが，筆

者一同深く感謝申し上げます。
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